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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 佐藤紀夫 

ギター演奏家、作曲家、指揮者、広島エリザベート音大講師・・・・の佐藤さんのインタビュー記事です。 

特に、書き残すような話はありませんでした。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 森田 茂】  

中国でギターを教えているギタリストだそうで・・・。 

◼ 上海のギター連盟に登録しているプロは、うまい下手は別にして 12,500 人。中には、生徒が 700 人

いるプロもいます。上海音楽院のギター科が中国ではトップレベルで、1 学年に 15，6 人で、入学の

競争率は数百倍です。 

◼ 級制になっていて、1 級が一番下で 10 級が一番上です。毎年、昇進試験があり、みんな一生懸命に練

習してきますね。向上心は高く、将来はプロでやっていく人が一杯います。 

◼ 中国では、コンサートをするときには公安の許可がいる。このレベルの人にはこのぐらいの収容ホー

ルで使用させるというのが決まっているのです。コンサートでは、アランフェスがやはり人気ですが、

2 楽章が終わるとみんな立ち上がって帰ってしまう。3 楽章はいらないようです。 

◼ また、教師の権威はすごくて、1,500 人入るホールでコンサートをやった時には、弟子に「生徒を連

れてこい」と言ったら、あっという間に満席になった。中国でも、観客の好みは一緒です。ディアン

スとか。 

◼ 楽譜は、コピーが多いですね。日本では別々の出版社が出しているものをまとめて 1 冊にしている。

そして、編曲者も中国人の名前になっている。CD はコピーで 100 円もしない。 

◼ お客様として歓迎されている時はいいですが、住んで仕事をし始めたらとたんに嫌われます。商売敵

になるということで。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：酒井晴彦】 

クラシックギター専門店「メディア・カーム」の店長さんです。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１６回】  

今回は、カルカッシのカルッリの喜遊曲 OP317.5 です。ボレロのリズムの曲です。 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、属七、減七、長七、短七についての話です。三和音

にセブンスコードを加えた和音の解説です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、竹内氏のオリジナル「哀しみのギター」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：サスフォー・コードの解説です。サスフ

ォーは、サスペンディッド 4th を含んだコード。サンプル曲として「浜辺の歌」が掲載されています。 

 

「カルレバーロによるヴィラ・ロボス解説」「リュート奏者、ヴァイス家」「ヤン・ネポムツェン・ボブロヴィ

ッツ伝」等もありますが、前号同様に、かなり内容が薄くなっているように思います。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 

 


